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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年3月11日(2010.3.11)

【公開番号】特開2007-252948(P2007-252948A)
【公開日】平成19年10月4日(2007.10.4)
【年通号数】公開・登録公報2007-038
【出願番号】特願2007-139844(P2007-139844)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１６Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月22日(2010.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに
、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装置の表示結果が導出
表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生
可能とされたスロットマシンであって、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記可変表示装置における識別情報の変動表示
を開始させる変動開始制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、予め定められた複数種類の入賞をそれ
ぞれ発生させることを許容するか否かを、入賞の種類毎に決定する事前決定手段と、
　遊技者の操作により前記可変表示装置の表示結果を導出させることを指示する導出操作
手段と、
　前記導出操作手段が操作されたことにより導出条件が成立したときに、該導出条件が成
立したときから予め定められた最大遅延時間の範囲内で前記可変表示装置に前記事前決定
手段の決定結果に応じた表示結果を導出させる制御を行う操作導出制御手段と、
　少なくとも前記事前決定手段によりいずれかの種類の入賞の発生を許容する旨が決定さ
れているゲームにおいて、前記所定の変動開始条件が成立してから経過した時間に関わら
ず、前記導出操作手段が操作されるまで、前記可変表示装置における識別情報の変動を継
続させる変動継続手段と、
　を備える
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記所定の変動開始条件の成立以降に成立可能な計時開始条件が成立してから経過した
時間を計測する計時手段と、
　前記導出操作手段が操作されずに前記計時手段が所定の時間を計時したときに、その旨
を報知する非操作報知手段と、
　を備える請求項１に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－１７９６２号公報（第１２図）
【特許文献２】特開２００２－８５６３０号公報（第４図）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたものであり、射倖性の抑制を担保でき
るスロットマシンを提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに
、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装置の表示結果が導出
表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生
可能とされたスロットマシンであって、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記可変表示装置における識別情報の変動表示
を開始させる変動開始制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、予め定められた複数種類の入賞をそれ
ぞれ発生させることを許容するか否かを、入賞の種類毎に決定する事前決定手段と、
　遊技者の操作により前記可変表示装置の表示結果を導出させることを指示する導出操作
手段と、
　前記導出操作手段が操作されたことにより導出条件が成立したときに、該導出条件が成
立したときから予め定められた最大遅延時間の範囲内で前記可変表示装置に前記事前決定
手段の決定結果に応じた表示結果を導出させる制御を行う操作導出制御手段と、
　少なくとも前記事前決定手段によりいずれかの種類の入賞の発生を許容する旨が決定さ
れているゲームにおいて、前記所定の変動開始条件が成立してから経過した時間に関わら
ず、前記導出操作手段が操作されるまで、前記可変表示装置における識別情報の変動を継
続させる変動継続手段と、
　を備える
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、導出操作手段の操作を検出したことにより可変表示装置の表示結果
が導出されるときには、最大遅延時間の範囲で導出可能な表示結果を導出させるものとな
っている。つまり、遊技者による導出操作手段の操作という技術介入により、偶然性の要
素だけで入賞表示結果が導出されるのを防止して射倖性の抑制の担保が図られることとな
る。これに対して、少なくとも事前決定手段により入賞の発生を許容する旨が決定されて
いるゲームにおいては、所定の変動開始条件が成立してから経過した時間に関わらず、導
出操作手段が操作されるまで、可変表示装置における識別情報の変動が継続し、表示結果
が導出されることがないので、導出操作手段が操作されることなく時間が経過したという
偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出されることはなく、射倖性の抑制の担保を図るこ
とができる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。
　また、前記導出条件が成立したときから予め定められた最大遅延時間の範囲内で前記可
変表示装置に表示結果を導出させる制御とは、例えば、可変表示装置が１回の導出操作手
段の操作により、表示結果が導出される場合には、導出操作手段の操作がなされたときか
ら、最大遅延時間の範囲内で表示結果を導出させる制御であり、可変表示装置が複数の可
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変表示部からなり、各可変表示部毎に独立した表示結果の組合せが可変表示装置の表示結
果となる場合には、各可変表示部に対応する導出操作手段の操作がなされたときから、最
大遅延時間の範囲内で、該当する可変表示部の表示結果を導出させる制御である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、請求項１に記載のスロットマシンであっ
て、
　前記所定の変動開始条件の成立以降に成立可能な計時開始条件が成立してから経過した
時間を計測する計時手段と、
　前記導出操作手段が操作されずに前記計時手段が所定の時間を計時したときに、その旨
を報知する非操作報知手段と、
　を備えることを特徴としている。
　この特徴によれば、所定の時間が経過しても導出操作手段が操作されずに報知されてい
るスロットマシンを認識することができる。
　尚、前記所定の変動開始条件の成立以降に成立可能な計時開始条件が成立してから経過
した時間とは、所定の変動開始条件の成立時、すなわちゲームの開始時や、可変表示装置
の変動開始時、導出操作手段の操作が有効となった時点から経過した時間等である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９６】
　本発明の請求項１は、１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開
始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示
装置２の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示
結果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシン１であって、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記可変表示装置における識別情報の変動表示
を開始させる変動開始制御手段｛ＣＰＵ１１１（リール変動開始処理）｝と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、予め定められた複数種類の入賞をそれ
ぞれ発生させることを許容するか否かを、入賞の種類毎に決定する事前決定手段｛ＣＰＵ
１１１（抽選処理）｝と、
　遊技者の操作により前記可変表示装置の表示結果を導出させることを指示する導出操作
手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記導出操作手段が操作されたことにより導出条件（停止条件）が成立したときに、該
導出条件が成立したときから予め定められた最大遅延時間の範囲内で前記可変表示装置に
前記事前決定手段の決定結果（当選フラグの設定状況）に応じた表示結果を導出させる制
御を行う操作導出制御手段｛ＣＰＵ１１１（Ｓ５０２～Ｓ５０５）｝と、
　少なくとも前記事前決定手段によりいずれかの種類の入賞の発生を許容する旨が決定さ
れている（いずれかの役が当選している）ゲームにおいて、前記所定の変動開始条件が成
立してから経過した時間に関わらず、前記導出操作手段が操作されるまで、前記可変表示
装置における識別情報の変動を継続させる変動継続手段｛ＣＰＵ１１１（Ｓ９０５～Ｓ９
１６）｝と、
　を備える。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０２９７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９８】
　本発明の請求項２は、前記所定の変動開始条件の成立以降に成立可能な計時開始条件が
成立してから経過した時間を計測する計時手段｛ＣＰＵ１２１（内部タイマ）｝と、
　前記導出操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）が操作されずに前記計時手段
が所定の時間を計時したときに、その旨を報知する非操作報知手段｛ＣＰＵ１２１（Ｓ１
０１１～Ｓ１０１２）｝と、
　を備える。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３００
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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